
■ 主要科目の特徴 ≪看護学科看護学専攻 令和 4 年度学則≫ 

① 
科目名 看護援助論 

 
配当学年・学期 １年生／後期  

科 

目 

の 

特 

徴 

社会における看護ニーズの変化により、患者・家族とのコミュニケーションのみ

ならず、協働でケアを提供していくための、多職種間における良質なコミュニケ

ーションが不可欠となり、看護職の人間関係を形成する能力の強化が求められて

いる。 

本科目は、人間関係形成における理論や技法への理解を深め、援助的人間関係を

構築する基盤を学び、多職間連携におけるコミュニケーションのあり方について

考察する。 

② 
科目名 応用看護学実習 

 
配当学年・学期 ４年生／通年 

科 

目 

の 

特 

徴 

本科目は、看護および看護学の集大成を図るための科目として位置づけられてい

る。科目の内容は、これまで学んだ講義・演習および各実習を通し、さらに看護

について極めることができるように、事前に興味・関心のある分野の講義を受け

たのちに応用看護学実習を行う。 

この実習により総合的な看護実践能力が高まり、看護とは何かを改めて吟味し、

自分の目指す看護を明らかにする。 

③ 
科目名 公衆衛生看護学実習Ⅱ 

 
配当学年・学期 ４年生／通年 

科 

目 

の 

特 

徴 

地域で生活している人々の健康を守るための諸活動について実習を通して学ぶ

科目であり、保健師の資格取得に必須の科目である。 

具体的には、保健所での実習をとおして、保健師による家庭訪問や保健事業の展

開方法と求められる実践技術、地域診断の技術など、公衆衛生看護活動に必要な

実践能力の習得を目指す。さらに保健所と市町村や関連機関との協働やネットワ

ークづくり、ケアシステムづくりにおける保健師の役割、産業保健の場における

産業看護職の役割についても学習する。 

④ 
科目名 助産学実習Ⅰ 

 
配当学年・学期 ４年生／通年 

科 

目 

の 

特 

徴 

助産学実習Ⅰは助産学のコアとなる科目であり、正常経過の産婦を受け持ち、10

例程度の分娩介助及びケアを実施する実習である。具体的には妊娠前及び妊娠中

の経過を踏まえ、今現在の産婦・胎児／新生児の健康状態を診断し、分娩経過を

予測する。そして立案した助産診断に基づき、より安全に、より安楽に分娩が進

行するようにケアを提供することを学ぶ。 

分娩経過中に正常を逸脱した場合には、その際の産婦・胎児／新生児に対する助

産ケアの実際も学習する機会とする。 

 


